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産総研極限機能材料研究
部門固体イオニクス材料
グループ上級主任研究員

島田寛之

民間企業に11年間勤務。その間に
社会人博士として東京工業大学に6
年間ほぼ毎日通学し、学位を取得。
2014年に産総研に入所。子どものこ
ろからモノを作ることが大好き。現
在は、セラミックスを主材料とする
燃料電池や電気分解デバイスなどを
対象に、材料や部材の創製を目指し
ている。
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